
問 環境政策課　　　　　 （２５）８１２３
環境センター建設課　 （２５）８１０４

可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託して焼却処分してい
ます。ごみの量に応じてごみ処理費用を負担することになりま
すので、ごみの分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
令和４年６月分 1,120t
令和５年６月分 1,092t（前年比 28t 減）

内　容 補助率
（補助限度額）

電気式生ごみ処理機の購入 ３分の２以内　
（４０，０００円）

コンポストの購入 ３分の２以内　
（７，５００円）

コンポスト用基材の購入 ３分の２以内　
（３，０００円）

ストーカ式焼却炉
（東京二十三区清掃一部事務組合ホームページより）
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催
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家庭菜園などでは食べきれる
量だけを栽培し、たくさん収
穫できた時は、おすそ分けす
ることもおすすめヤン！

高島市ごみ処理施設建設検討委員会では、施
設整備基本計画の策定に向けた検討・審議を進
めています。４月 27 日に第１回委員会を開催
し、新しいごみ処理施設整備の基
本方針、処理規模、処理方式につ
いて検討・審議いただきました。

夏
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、
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、
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な
が
り
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す
。

生ごみ処理機設置等事業補助金
各家庭での生ごみの堆肥化、減量化を推進

するため、生ごみ処理機等を購入する場合の
購入費の一部を助成しています。
※購入前に申請が必要です。

新ごみ処理施設整備基本方針

 ①安全安心かつ安定的に処理が可能な施設
 ②環境に配慮した施設
 ③地域に貢献し、親しまれる施設
 ④経済性に優れた施設

▼処理規模
焼却施設　　　　１日当たり 43 ｔ　　　　
リサイクル施設　１日当たり 12 ｔ　

▼処理方式
ストーカ式焼却炉
ごみを火

ひ
格
ご う し

子（ストーカ）の上で乾燥・加熱
し、撹

かくはん
拌・移動させながら燃やす焼却炉。

現在、国内にある焼却施
設のうち、約７割で採用さ
れ、国内で最も多くの稼働
実績があり、改良を重ねら
れた安全性と信頼性が高い
焼却炉です。
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新ごみ処理施設整備基本計画の
検討を進めています！②
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。
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？

▼
日
時

９
月
１
日
㊎ 

10
時
～
13
時

▼
場
所

マ
キ
ノ
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

男
性
限
定
（
定
員
20
人
）
※
先
着
順

▼
内
容

調
理
実
習

（
と
ろ
ろ
そ
ば
、だ
し
巻
き
た
ま
ご
、野
菜
炒
め
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、
タ
オ
ル

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法 

電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
ず
れ
か
で
、
申
し

込
み
時
に
氏
名
、
電
話
番
号
、
住
所
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ス
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
溜
め
込

む
と
、
身
体
や
こ
こ
ろ
に
不
調
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。自
分
の
気
持
ち
と
向
き
合
う
こ
と
で
、

う
ま
く
ス
ト
レ
ス
と
付
き
合
え
る
ヒ
ン
ト
を
学
び

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

９
月
９
日
㊏ 

10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所

安
曇
川
公
民
館

▼
対
象
者

市
民
（
定
員
80
人
）

▼
テ
ー
マ

「
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
ヒ
ン
ト
」

▼
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

　
理
事
長　
竹
内 
志
津
香　
氏

▼
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加
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無
料

▼
申
込
方
法

９
月
５
日
㊋
ま
で
に
電
話
・
メ
ー

ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

献
血
と
は
、
病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど
で
輸
血

を
必
要
と
す
る
患
者
の
た
め
に
、
健
康
な
方
が
自

ら
の
血
液
を
無
償
で
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。輸

血
に
必
要
な
血
液
を
安
定
・
定
期
的
に
確
保

す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

８
月
22
日
㊋ 

10
時
～
11
時
30
分

12
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所

新
旭
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

16
歳
か
ら
69
歳
（
初
め
て
の
方
は
64
歳
ま
で
）

▼
内
容

全
血
献
血

▼
そ
の
他

服
薬
中
、
妊
娠
中
の
方
な
ど
は
献
血
を
ご
遠
慮

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 健康推進課　 （２５）８０７８
　　　　　　　 （２５）５６７８
　　　　　　　  　kenko@city.takashima.lg.jp
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